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【調査研究の概要】

1.福島第一原発事故を受け、中国電力が埋立て工事を中止している情勢下で、従来からの調査を継続し、生態系

の解明に努めました。

①カンムリウミスズメ―繁殖可能性と周年生息を確認するデータが得られたので、今後、繁殖期/換羽期調査を

重視する。またエサ資源との関連を解明するため、プランクトン/稚魚調査を行う。 ②オオミズナギドリ―DNA

検査などを実施し、外海個体群との繁殖形態（雌雄の固定度）比較を行い、宇和島個体群の特質を解明する。

③カラスバト―生息/繁殖と植生の関連について調査の継続をする。 ④アカモク－商品化を普及するにあたっ

て、採藻と稚魚生育のモニタリング調査を行い、里海再生に向けたモデル作りに努める。

【調査研究の経過】

・カンムリウミスズメ調査：ラデイオテレメトリ追跡調査/10 回、

ロッククライミング調査/1 回、海上センサス/31 回

・オオミズナギドリ調査：営巣調査/3 回、繁殖調査/7 回

・カラスバト生息＆植生調査：宇和島/4 回、鼻繰島/3 回、天田島/3 回

・海藻（アカモク）調査：予備調査/2 回、採集調査/3 回

・ゴカイ＆貝類調査/1 回

・アカテガニ放仔調査/1 回

【今後の展望など】

これまでの調査結果から得られた成果をもとに以下の日程で国際シンポジウム「カンムリウミスズメと上関の

生物多様性～“奇跡の海を未来の子どもたちへ”」を開催する予定です。

・山口 2014 年 8 月 16 日(土) 13:00～16:00 会場；山口県立図書館レクチャールーム

・京都 2014 年 8 月 17 日(日) 13:00～16:00 会場；京都大学農学部総合館 1F 大会議室

・東京 2014 年 8 月 18 日(月) 14:00～17:00 会場；衆議院第一議員会館(BF)大会議室

・国際鳥学会 R.T.D.(ラウンドテーブル) 2014 年 8 月 23 日(金) 19:00～21:00 会場；立教大学

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 講師旅費・滞在費、学習会＆研修会参加費 1,200 100 300- 800

会議費 シンポ・会議等会場費 150 0 50 100

印刷費 シンポ＆DVD 情宣チラシ 400 0 0 400

協力者謝礼など チャーター船謝礼 750 350 100 300

外部委託費 DVD 作成（1/2） 400 50 0 350

その他 事務所維持費（光熱費等） 50 0 0 50

合 計 2,950 500 450 2,000

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・パンフレット：“危機に瀕する長島の自然”（長島の自然を守る会）“奇跡の海に原発！？”（日本生態学会上関アフターケア委員会

編･長島の自然を守る会協賛）“奇跡の海の生き物たち”（長島の自然を守る会・日本生態学会上関アフターケア委員会編）

・ウェブサイト：http://kaminosekimamoru.seesaa.net/ http://nagashimanoshizen.soreccha.jp/、

・書籍：“奇跡の海”（日本生態学会上関アフターケア委員会編･長島の自然を守る会協賛）

グループ名

・代表者名

上関（長島）の自然を守る会

高島美登里
助成金額 50 万円

連絡先など E-mail midori.t@crocus.ocn.ne.jp

助成のテーマ 上関原発予定地周辺の生物多様性の解明と普及活動











50km

600km

700km

1200km










